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単繊維の横圧縮特性が布のせん断変形特性に及ぼす影響について

奈良女大家政　○村木千恵　丹羽雅子
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被服材料の力学的性質を検討するためには、その構成単位である繊維、糸、及び布

性質を見極め、その一連の関係を把握することが重要である。前報に於いて、衣

の異方性力学特性を測定し、PET、Ny I on6繊維は延仲倍率の増加によって繊維の異

大することも明らかにした。今回は、繊維の異方性力学特性を把握する上で重要

の横圧縮特性に焦点を当て、その性質が繊維集合体の力学特性とどの様な関連を

ついて考える。布や繊維塊に基本変形を与えた場合、これを構成する繊維はお互

部分に接触圧力を生じ、この時横圧縮弾性率の低いものほど繊維の接触面積が増

が予想され、これにより繊維間摩擦の増大することが考えられる。その例として

体のせん断変形時の交差糸に於ける繊維間摩擦を考え、交差糸の交差角変化によ

ルクの測定を行い、単繊維に於ける横圧縮特性との関連について考察した。

交差糸の交差角変化に基づく’抵抗トルクに関する研究は、織物のせん断変形特性

に誘導する研究としてこれまでに丹羽らによって行われ1 )、測定装置、方法の開発

ルクを記述する式が提案されている。本報は、その研究に基づく測定方法により糸

ルクを測定しトルク定数を求め、織物のせん断変形特性の理論計算を行った。また

圧縮特性は、川端によって開発された単繊維圧縮試験機KES-GXlを用いて測定した、

PET 繊維は、延伸倍率の増加に伴い繊維の圧縮弾性率は減少するが、糸の交差トル

ら求められる摩擦成分は増大が認められた。これは布のせん断変形に於けるヒス

幅の増加につながる事が明らかにされた。文献：1）丹羽ら；繊維学会誌、Ｕ、(1970）

衣服着用による布の疲労現象に関する考察
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〔目的〕衣服着用中布は繰り返し変形によりその力学的性質が変化し、破壊に至る以前に

性能劣化が生じる。衣服の品質の保持という観点からは。比較的短期間の着用による布の

疲労現象の解明が必要である。これまで衣服の型くずれは布の疲労によって生じ、布の基

本力学特性におけるヒステリシスの増加によることを実験的に捉えている。本研究では、

着用による布のヒステリシスの増加を繊維および糸の力学特性変化、繊維形熊および繊維

集合形態の変化から考察し。疲労予測のための基礎資料を得る。

［方法］これまで繊維組成の異なる３着の紳士夏用スラックスについて着用試験を行い、

６シーズン1500時間着用後の腰部から採取した布の基本力学特性に於けるヒステリシスの

増加を捉えている。本報では。布を構成する糸の引張特性・交差糸の交差角変化による抵

抗トルク特性の変化。糸密度･ 織クリンプなどの布構造の変化。糸の断面形状の変化、繊

維の引張・ねじり特性変化を計測し。繊維の形態変化を顕微鏡で観察した。

［結果］着用により布の糸密度が減少し. 織クリンプと繊維のクリンプも最大27% 減少し

た。布中の糸の断面形状を楕円とみなすと楕円率は最大14%減少し、糸の偏平化が捉えら

れた。糸および繊維のクリンプの減少は糸の偏平化をもたらし。織物申の糸の交差部での

接触面積と接触圧が増加し。糸聞摩擦が増加すると考えられる。繊維間摩擦を表す尺度の

一っである交差糸のトルク定数は最大1.84倍増加し、糸間・繊維間摩擦の増加が布のヒス

テリシスの増加に関与すると考える。また単繊維の引張・ねじり変形における降伏応力の

低下が繊維のクリンプの減'Pを促すと考えられ。繊維表面のスケールの離脱も観察された


